
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           

２０１８年６月２４日               NO,５６９ 

 

 
こ
ん
に
ち
は
。
先
々
週
公
表
さ
れ
た
財
務
省
の
「
森
友
」
問
題
の
報
告
書
は
、
文
章
な
ど
の
改
ざ
ん
や

隠
ぺ
い
、
不
当
な
値
引
き
に
つ
い
て
真
相
や
責
任
が
不
問
に
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
新
聞
社
の
世
論
調

査
で
も
あ
ら
た
め
て
、「
森
友
」
問
題
で
の
国
民
の
疑
念
が
深
い
こ
と
を
浮
き
彫
り
に
し
ま
し
た
。 

 

財
務
省
が
４
日
に
発
表
し
た
、
決
裁
文
書
の
改
ざ
ん
や
公
証
記
録
の
隠
ぺ
い
の
報
告
書
は
、
だ
れ
が
何

の
た
め
に
や
っ
た
の
か
、
責
任
を
明
ら
か
に
せ
ず
、
国
有
地
の
貸
し
付
け
や
異
常
な
値
引
き
が
お
こ
な
わ

れ
た
こ
と
は
、
調
査
の
対
象
外
に
さ
れ
て
い
ま
す
。 

日
本
共
産
党
の
辰
巳
議
員
は
、
財
務
相
の
求
め
で
値
引
き
額
が
増
え
る
よ
う
ゴ
ミ
の
見
積
も
り
を
増
量

し
た
と
さ
れ
る
国
交
省
が
共
謀
し
、
財
務
相
は
首
相
官
邸
や
法
務
省
・
検
察
も
巻
き
込
ん
で
隠
ぺ
い
を
つ 

づ
け
よ
う
と
し
た
記
録
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。 

 
 

安
倍
首
相
や
石
井
国
交
相
は
、
確
認
を
拒
み
ま
し
た
が
、
政
権
ぐ
る
み
の
疑
惑
は
濃 

厚
で
あ
り
、
真
相
を
明
ら
か
に
し
な
い
限
り
国
民
の
信
頼
は
得
ら
れ
ま
せ
ん
。 

 沼田市議会は１４日、工事がすすめられているテラス

沼田の工事現場を視察しました。 

 今回の視察は２回目となり、吹き抜けや部屋の間仕切

り、内装の工事などを各 

階ごとに説明を受けなが 

ら視察しました。 

 来年５月７日のオープ 

ン（市役所の業務開始） 

をめざし、工事は概ね順 

調に進んでいます。 

 １４日におこなわれた一般質問で大東議員は、市長に市民のくらしを支

え、市民の安心感を高める市政運営を求めました。 

 市長は、「市民が住みたい、住みつづけたいまちづくりをすすめたい」

と答え、２期目の公約として掲げた７つの公約のなかで、「安心・安全 人

にやさしい福祉のまちづくり」をすすめる考えを示しました。 

 大東議員は、県内１２市のなかで沼田市は所得が一番低いことから、市

民の経済的負担を軽減する施策をすすめるよう求めました。 

 ６月定例市議会は２０日、本会議を開き、「高校教育改革推進計画にお

ける沼田利根地区高等学校再編整備計画の早期策定について」の請願、平

成３０年度一般会計補正予算、沼田市監査委員の選任の同意、人権擁護委

員の推薦などについて、総務文教常任委員長からの委員長報告、市長から

の提案、質疑、採決がおこなわれ閉会しました。 

 「高校教育改革推進計画における沼田利根地区高等学校再編整備計画の

早期策定について」の請願は、全会一致で採択され、総務文教常任委員長

から「沼田高校・沼田女子高の統合再編による高いレベルの進学を目指す

魅力ある中核校整備を盛り込んだ沼田利根地区高等学校再編整備計画を

早期に策定」することを群県知事と教育長あてに提出する意見書案が提案

され、全会一致で採択されました。 

 監査委員に金井章二氏、人権擁護委員の推薦に角田世司氏、藤井巧氏、

真庭拓郎氏、茂木恵理子氏が提案され、全員全会一致で同意されました。 

 新宿区四谷で開かれた「四谷ひろばフェス２０１８」

～手をつないで多世代交流～のイベントに、沼田市の観

光交流課では沼田市の野菜販売をおこないました。 

野菜の販売がはじまると多くの人が訪れ、午前中には

ほとんどの野菜が完売す

るほどの人気でした。 

             新宿区とは、２０１０年

にＣＯ２削減のための森

林整備の協定が結ばれ、交

流がつづいています。 

高平のお不動さま 

 「高平のお不動さま」は、高平諏訪の 

先を少し下ったところに祀られています。 

 むかし高平の上に働き者ので信心深い 

畳屋のおばあさんがいました。 

 おばあさんは、朝の暗いうちから夜の 

星が出るまで働いていましたが、突然、 

目が見えなくなってしまいました。 

 おばあさんは、目に効くという薬草を煎じて飲んだり、神

様や仏様にいつも手を合わせ、祈っていました。 

 ある夜、おばあさんの夢枕にお不動様が現れ、「小さな滝の

そばに埋もれている。わしを掘り出してくれまいか」と言わ

れ、翌朝、家族や近所の人たちと言われた場所に行き、土を

掘り始めたらお不動様が現れ、滝の水で洗い清めるとおばあ

さんの目が見えるようになったとの話が伝えられています。 

           上古語父の枝垂れ桜 

上古語父の枝垂れ桜は、上古語父トレ 

ーニングセンター近くにあり、樹高は約

９．２㍍、枝張り南北１０㍍、根元周囲

は３．２㍍で、白沢町では最も大きい枝

垂れ桜といわれています。 

推定樹齢は１５０年で、町田町の観音

堂の枝垂れ桜の子と伝えられています。 


